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2 つの農・漁業地区に居住する閉経後の女性 27 名 (A 地区: 14 名、 B 地区: 13 名)を対象に、それぞれ 2 回に分
けて半構成式集団面接を行った。面接前に、個別に基本属性(年齢、閉経状況と閉経年齢、閉経前後の体調など)に
ついて質問した。その後、 「あなたの更年期の体験について話してください。」という Open-ended の質問より面接
に入った。面接内容は逐語録とし、 KJ 法を用いて分析した。対象の平均年齢は 68.8 歳であった。更年期を意識しな
かった人は 23 名 (85%) 、このうち 12 名 (52%) が閉経前後に頭痛、肩こり ほてりなどの症状を体験したが、こ
れを更年期障害と結びつけることはなかった。更年期体験として「更年期の自覚J 、 「閉経の自覚J r老いの意識」
が得られた。更年期体験には、 「閉経と更年期の認識」、 「閉経・更年期情報」、 「休養することの難しさ」、 「更
年期イメージ」、 「医師の対応」、 「更年期の性と生殖J 、 「月経の体験」、 「女性向けの健康教育」、 「家族と生
- 530-
活」、 「地域、社会状況」が影響していることが明らかになった。
研究 2. 健康な中年女性の Qualityof Life に関する調査 -WHO/QOL-26 尺度を利用して-
45---55 歳の女性で、広報などをみて応募した 187 名に目的を説明し、同意を得た人に質問紙調査 (Kupperman
Menopausal index ; KKSI、 WHO/QOL-26 他)と採血を実施した。合併症を有するものと月経状況と血清 E2 の不
一致者などを除いた 153 名を分析対象とし、月経状況と血清 E2 によって、 pre-menopause、 peri-menopa use 、
post-menopause の 3 群に分けて検討した。
KKSI スコアは pen が 3 群中最も高く pre との聞に有意差があった。 QOL スコアは 3 群間で、差がなかった。健康
であるのにも関わらず pen、 post の女性の 25%が中等症または重症の更年期症状を経験していた。 114 名 (69%)




研究 3. 更年期女性の健康の維持増進・ QOL の向上を目指した地域における看護介入の取組み
広募した 40---55 歳の女性で、研究に同意が得られた 8 名を 2 グループに分け、週 1 回、 2 時間、 5 回ずつのディ
スカッション・グループ(以下 DG とする)を実施した。 WHO/QOL-26 と KKSI を使用し、介入開始前、介入開始




















本研究は 3 部で構成されている。第 1 部では更年期女性の健康問題を時代背景との関連から考察した。第 2 部では




健康関連 QOL を WHO/QOL-26 で、また更年期障害をクッパーマン指数で調査し、以下の結果を得た。①月経の状
態( pre-menopausal 、 peri-menopa usal 、 post-menopausal period) で QOL に差はない。② peri- および
post-menopausal period の女性の 114 は中等度以上の更年期障害を有しており、更年期障害の重症化は QOL の低下
を招いていた。③ヘルスケアサービスに期待することとして、更年期障害に関連する知識や情報の提供以外にディス
カッショングループの形成が挙げられていた。そこで医療機関に受診していない更年期女性に対するディスカッショ
ングループを地方自治体との協力で形成した。このディスカッショシグループ。の形成の中で WHO/QOL-26 スコアお
よびクッパーマン指数による参加者の評価は、効率のよいグループo形成に有用で、あった。
本研究は更年期女性に対するディスカッショングループを形成するに当たっての基礎的な検討ならびにその結果
を用いた実践を行っており、独創的かっ社会的重要'性の高い研究と考えられる。
以上から本論文は博士(保健学)の学位授与に値すると考えられる。
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